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 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の４の規定に

基づき、次のとおり提出します。 

 

Ⅰ 現状の課題及び中期的な対応方針 
 
(1) 旅客施設の整備に関する事項 

    青い森鉄道線において、1 日の平均利用者数 3,000 人以上で段差解消等の移

動等円滑化を実施していない駅が 2018 年度末時点で 1 駅ある。 

   この移動等円滑化を実施していない駅について、「移動等円滑化の促進に関す

る基本方針」で目標としている 2020 年度までに移動等円滑化を実施する。 

 

(2) 旅客支援、情報提供、教育訓練等に関する事項 

段差解消等の移動等円滑化が実施されていない駅については、事前に連絡を

いただくことにより駅係員が乗降を補助する対応を適切に行うものとし、この

ことについて周知を図るほか、駅係員の研修等により対応の向上を図る。 

 

Ⅱ 移動等円滑化に関する措置 

① 旅客施設及び車両等を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必

要な措置 

対象となる旅客

施設及び車両等 

計 画 内 容 

（計画対象期間及び事業の主な内容） 
 
青森駅 
 

 
青い森鉄道線に係る 1、2 番線ホームと乗換跨線橋を結ぶ

エレベーターを設置する。（～2020 年度） 
 

  



② 高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる

乗降についての介助、旅客施設における誘導その他の支援 

対  策 
計 画 内 容 

（計画対象期間及び事業の主な内容） 
 
乗降補助の実施 

 

 
段差解消等の移動等円滑化が実施されていない駅につい

て、事前に連絡をいただくことにより駅係員が乗降を補助す

る対応を適切に行う。（2019 年度） 

  

 

③ 高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる

情報の提供 

対  策 
計 画 内 容 

（計画対象期間及び事業の主な内容） 
 
乗降補助の周知 

 

 
段差解消等の移動等円滑化が実施されていない駅における

事前連絡による駅係員の乗降補助の対応について、ホームペ

ージへの掲示等により周知を図る。（2019 年度） 

 

 ④ 移動等円滑化を図るために必要な教育訓練 

対  策 
計 画 内 容 

（計画対象期間及び事業の主な内容） 
 
研修等の実施 
 

 
段差解消等の移動等円滑化が実施されていない駅における

事前連絡による駅係員の乗降補助について、駅係員の研修等

により対応の向上を図る。（2019 年度） 

 

Ⅲ 移動等円滑化の促進のためⅡと併せて講ずべき措置 
 

青森駅でのエレベーターの設置等に係る工事期間中は、ＪＲ東日本と連絡を密

に行い、障がい者等に対する対応を適切に行う。（～2020 年度） 

 

Ⅳ 前年度計画書からの変更内容 

対象となる旅客施

設及び車両等又は

対策 

変 更 内 容 理  由 

 
 

  

 



Ⅴ その他計画に関連する事項 

 

 
 

  

  注１ Ⅳには、Ⅱについて前年度と比較して記入すること。なお、該当す

る対策が複数になる場合には、新たに欄を設けて記入すること。 

   ２ Ⅴには、Ⅱの欄に記入した計画に関連する計画（事業者全体に関連

するプロジェクト、経営計画等）がある場合には、必要に応じ、その

計画内容及び計画における当該事業者の位置付け等について記入する

こと。 


